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八幡堀界隈

近
江
八
幡
開
町
の
祖
「
豊
臣
秀
次
」
と
「
八
幡
商
人
」

　

八
幡
商
人
の
租
は
佐
々
木
氏
、
浅
井
氏
、
織
田
氏
、
豊
臣
氏
の
遺
臣

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
落
城
や
廃
城
に
よ
っ
て
、
落
城
奮
起
説
・
武
士
起
源

説
が
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
商
い
の
道
を
遠
国
へ
図
り
、
東
北
や
蝦
夷
地
に
い
ち
早
く
進
出
し

た
の
が
八
幡
商
人
で
、慶
長
19
年
（
１
６
１
４
）
に
岡
田
弥
三
右
衛
門
、明
暦
3
年
（
１
６
５
７
）

西
川
伝
右
衛
門
が
進
出
し
て
い
ま
す
。
又
、
東
南
ア
ジ
ア
の
シ
ャ
ム
国
（
台
湾)

、
安
南
国
（
南

ベ
ト
ナ
ム
）
に
進
出
し
た
の
も
八
幡
商
人
の
特
徴
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
天
秤
棒
を
肩
に
全
国
を
行
商
し
た
し
八
幡
堀
の
地
の
利
を
活
か
し
、
地
場
産

物
（
畳
表
、
蚊
帳
、
米
、
酒
な
ど
）
を
陸
路
や
水
路
を
利
用
し
て
各
地
へ
搬
出
し
、
各
地
の
産

物
を
持
ち
帰
り
、再
び
各
地
へ
送
り
出
す
と
い
っ
た「
諸
国
産
物
回
し
」と
呼
ば
れ
る
商
法
に
よ
っ

て
、各
地
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。
今
回
よ
り
八
幡
商
人
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

︻
大
文
字
屋
　
西
川
利
右
衛
門
︼（
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
・
旧
西
川
家
住
宅　

新
町
）

　

西
川
家
初
代
西
川
勘
右
衛
門
数
吉
は
、
元
朝
倉
氏
の
家
臣
で
木
原
と
称
し
、
主
家
滅
亡
後

蒲
生
郡
市
村
に
居
住
し
西
川
氏
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
利
右
衛
門
は
勘
右
衛
門
の
長

男
と
し
て
蒲
生
郡
市
村
に
生
ま
れ
、
当
初
は
父
の
名
よ
り
勘
右
衛
門
数
政
と
称
し
て
い
ま
し
た

が
、
市
村
よ
り
八
幡
新
町
に
居
を
移
し
、
利
右
衛
門
と
改
名
し
ま
し
た
。

　

利
右
衛
門
は
一
匹
の
馬
を
購
入
し
、
馬
に
多
く
の
荷
駄
を
載
せ
東
海
道
を
江
戸
迄
往
復
し
畳

表
・
縁
地
・
蚊
帳
等
の
行
商
を
行
い
ま
し
た
。
行
商
を
基
に
蓄
財
し
、
大
阪
瓦
町
に
出
店
を
設

け
近
江
屋
八
右
衛
門
と
称
し
、
そ
の
後
江
戸
日
本
橋
に
も
出
店
を
設
け
大
文
字
屋
嘉
兵
衛
の

名
義
を
用
い
ま
し
た
。
信
用
第
一
と
し
た
商
売
は
評
価
さ
れ
、
終
に
は
江
戸
城
本
丸
及
び
西
の

丸
の
畳
替
え
を
一
手
に
引
き
受
け
た
こ
と
か
ら
、
益
々
畳
表
・
縁
地
・
蚊
帳
に
お
い
て
世
の
中

よ
り
高
い
信
頼
と
評
価
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
家
政
は
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。
当
時
江
戸
日

本
橋
通
り
近
江
商
人
が
出
店
し
て
い
た
店
を
全
て
近
江
店
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も

大
文
字
屋
は
最
も
繁
盛
し
て
い
ま
し
た
。
近
江
を
代
表
す
る
豪
商
と
し
て
「
八
幡
の
大
店
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
3
0
0
年
に
亘
る
八
幡
商
人
の
豪
商
西
川
家
は
西
川
利
右
衛
門 (

11

代)

徳
浄
は
（
7
代
目
西
川
庄
六
数
富
次
男
）
入
家
し
ま
し
た
が
、
後
継
者
に
恵
ま
れ
ず
、
昭

和
５
年
で
、
西
川
家
は
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
旧
西
川
家
住
宅
と
し
て
主
屋
は
宝
永
3
年
（
1
7
0
6
）
年
の
建
築
当
初
の
形
に
復

元
さ
れ
、
市
立
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
間
口
11
間
、
奥
行
き
18
間
の
平

屋
造
り
で
部
屋
数
は
20
余
で
、
し
つ
ら
え
は
京
風
で
雅
な
趣
を
残
し
て
い
ま
す
。
庭
園
の
西
北

隅
に
三
階
蔵
が
あ
り
天
和
年
間
（
1
6
8
1
〜
1
6
8
3
）
の
建
築
で
、
一
般
の
商
家
で
は
見

ら
れ
な
い
土
蔵
で
、
俳
人
や
歌
人
が
こ
の
三
階
の
倉
屋
敷
で
風
流
を
楽

し
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
冨
の
象
徴
だ
と
言
え
ま
す
。

　

家
訓
「
先
義
後
利
栄　

好
富
施
其
徳
」（
義
を
先
に
し
、
利
を
後
に
す

れ
ば
栄
え
、
富
を
好
し
と
し
、
其
の
徳
を
施
せ
）、
商
い
は
目
先
の
利
益

よ
り
も
遠
き
を
見
て
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
人
と
し
て
行
う
べ
き

正
し
い
道
を
第
一
と
し
、
利
益
追
求
を
後
回
し
に
す
る
こ
と
が
商
売
繁
盛

と
な
り
、
得
ら
れ
た
富
に
見
合
っ
た
人
間
形
成
を
行
え
と
説
い
て
い
ま
す
。 （16）

  

抽
選
で
5
名
様

　
　
　
　
市
立
資
料
館
入
場
券
ペ
ア
と

　
　
　
　
葦
う
ど
ん
お
食
事
券
ペ
ア
を
差
し
上
げ
ま
す

   

◆
ご
希
望
の
方
は
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話 

番
号
を

　

    

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

　

    

抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。（
応
募
締
切
は
10
月
５
日
必
着
）

　

    

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。
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。

　

 

おめでとうございます！おめでとうございます！答
え…

朱
印
船

　
　
　
　
　
　
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
で
は
、「
郷
土
資
料
館
」「
歴
史
民

俗
資
料
館
」「
旧
西
川
家
住
宅
」
の
3
施
設
を
管
理
・
公
開
し
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館
は
、
か
つ
て
海
外
で
活
躍
し
た
八
幡
商
人
・
西
村
○
○
○
○

○
邸
跡
に
昭
和
49
年
（
1
9
7
4
）
3
月
に
開
設
さ
れ
、旧
市
街
地
の
中
心
・

新
町
通
り
に
位
置
し
、
八
幡
商
人
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
歴
史
を
伝
え
て

い
ま
す
。
さ
て
、
八
幡
商
人
・
○
○
○
○
○
○
○
は
誰
で
し
ょ
う
？

　
　
　
　
　
　
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
で
は
、「
郷
土
資
料
館
」「
歴
史
民

俗
資
料
館
」「
旧
西
川
家
住
宅
」
の
3
施
設
を
管
理
・
公
開
し
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館
は
、
か
つ
て
海
外
で
活
躍
し
た
八
幡
商
人
・
西
村
○
○
○
○

○
邸
跡
に
昭
和
49
年
（
1
9
7
4
）
3
月
に
開
設
さ
れ
、旧
市
街
地
の
中
心
・

新
町
通
り
に
位
置
し
、
八
幡
商
人
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
歴
史
を
伝
え
て

い
ま
す
。
さ
て
、
八
幡
商
人
・
○
○
○
○
○
○
○
は
誰
で
し
ょ
う
？

M .Mさん
I.M さん
K . Yさん
S.K さん
H.Tさん

杉森町
中村町
柳町
鷹飼町
土田町　　 

当選者発表

手
漕
ぎ
和
舟
で

手
漕
ぎ
和
舟
で

日
本
一
『
遅
い
』
乗
り
物

日
本
一
『
遅
い
』
乗
り
物

堀
め
ぐ
り

堀
め
ぐ
り

所
要
時
間
：
約
30
分

◇
新
町
浜
か
ら
幸
円
橋
往
復

  

料
金
：
大
人  

１
0
0
0
円

　
　
　
　
小
人 　

 

5
0
0
円

（詳細はお問い合わせ下さい）
　　　　　0748-36-5115

（
税
別
）

完
全
予
約
制

ギャラリースペース新町浜

（
税
別
）

※参考文献　近江八幡人物伝　近江八幡郷土史会刊

お
お
だ
な

＼化石燃料をつかわない／
学びと発見の手漕ぎ舟ecoトリップ



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部

トマト倶楽部

お誕生日・記念日 花束プレゼント（10月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　  10名様
※必ずお誕生日を明記下さい

ご
希
望
の
方
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
品
一
品
を
ご
記
の
上
、
官
製
は
が
き

又
は
F
A
X
で
下
記
販
売
所
ま
で
、
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

締
切
は
花
束
、9
月
31
日
迄　

 

発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

洗
剤
、チ
ケ
ッ
ト
等
は
10
月
５
日
迄　
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊没後５０年 河井寛次郎展  美術館「えき」KYOTO

＊京の琳派～美を愉しむ～  細見美術館

＊浄土真宗と本願寺の名宝  龍谷ミュージアム

＊三蔵法師展「薬師寺の宝物とともに」  佐川美術館

＊特別展 珠玉の湖東焼  滋賀県立陶芸の森陶芸館

＊JEWELS ムガール帝国とマハラジャの宝石カター
　ル・アル サーニ・コレクション  MIHO MUSEUM

＊京都芸大 美を語る スクラップブック

＊なんでもスクラップ帳       

＊京都新聞オリジナル　トートバック白

30 名様
30 名様
20 名様
50 名様
50 名様
50 名様
20 名様
10 名様
50 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

10 月 23 日迄
11 月 6 日迄
11 月 27 日迄
11 月 27 日迄
12 月 11 日迄
12 月 11 日迄
 

レザーバッグ・革小物・帆
布鞄

レザーバッグ・革小物・帆
布鞄

 など多数の革製品を取り揃えており
ます！

 など多数の革製品を取り揃えており
ます！

体験型レザークラフトショップ体験型レザークラフトショップ

〒523-0821
近江八幡市多賀町569番地 あきんどの里
℡ 090-5157-6485 代表 田中 秀樹
営業時間／10：00～18：00　定休日／木曜日　

〒523-0821
近江八幡市多賀町569番地 あきんどの里
℡ 0748-43-0748  栄川（サカエガワ）
営業時間／14：00～21：00 （土日祝は11：00～）  定休日／木曜日　

チラシを持って3,000円以上ご購入
されたお客様にキーホルダー進呈

シルバーリング制作体験でチラシをご持参の方、
お一人様あたり、500円  OFF !

ネイティヴアメリカンの
ハンドメイドジュエリーを取り扱っています。

インディアンジュエリーは
先人の思いがつまったジュエリーです。

有効期限／H28.11月末日

シルバーリング
制作体験
１名様：3,500円（税込）

２名様以上の場合：お1人 3,000円（税込）
所要時間:約60分

※事前にお電話でお問合せください。（写真はイメージです。）

有効期限／H28.11月末日Mail cogocoro@gmail.com  http://cogocoro.com 

　豊臣秀次が八幡山城を築城した際、市街地と琵琶湖を連結するために造られました。城下町の都市計画として整備され、城を防御する軍事的な役割と、当時の物流の
要であった琵琶湖の水運を利用する商業的役割を兼ね備えていました。八幡堀により船や人の往来が増えたことで商業が発達し、八幡山城廃城後の江戸時代には、近江商人（八幡商人）
による町の発展に大きな役割を果たしました。堀には「背割り」と呼ばれる排水路による下水システムがあり、堀に溜まった汚泥は、船の運航にさしさわる前に随時浚渫され、近隣の田畑の
肥料として使われていました。また、その田の粘土を使って八幡瓦が作られていました。戦後までは150 石船が行きかっており、水運業者などによる定期的な浚渫が行なわれており、堀に
は背割りから住民の生活排水が流れ込んでいたが、汚染されたものやゴミは流さないという住民の心遣いもあり、昭和20 年代ごろまではきれいな川でした。昭和時代後半になると、運河
の機能を失い、汚泥を掬い上げる「川ざらえ」も廃れ、昭和40年代になると、堀には下水が流入し、川底にはヘドロが堆積し、悪臭を放つようになりました。昭和45年（1970年）、地元自治
会は堀の改修計画を市に陳情し、1972年に市は堀を埋め立てて公園と駐車場にする計画を立てていました。しかし、近江八幡青年会議所が、堀を近江八幡の誇りとして蘇らせようと、改
修計画の見直しを市に迫り、八幡堀復活を求めて署名運動・自主清掃活動を行いました。昭和50年（1975年）、堀の保存修景運動は、市民全体の運動へと展開され、翌年着工された堀の

全面浚渫工事は昭和54年（1979年）に完成しました。市民、行政、研究者らによる街並み保全のための昭和57年（1982年）、国土庁の「水緑都市モ
デル地区整備事業」に指定され、堀の石垣が復元され、堀沿いに遊歩道・親水広場が作られました。
　昭和63年（1988年）、「八幡堀を守る会」が結成され、会員による除草作業が行なわれるようになりました。平成4年（1992年）、旧市街地を流れる
八幡堀両岸と「新町通り」｢永原町通り｣「日牟禮八幡宮境内地」を含んだ一帯13.1ヘクタールが「伝統的建造物群保存地区」の名称で国の重要伝統的建造物群保存地区として
選定されました。2005年に文化財保護法が改正され、重要文化的景観の保護制度導入に選ばれた（近江八幡の水郷）。同時に市は「近江八幡市風景づくり条例」を施行し、全
国初の景観法に基づく景観計画「水郷風景計画」を立ち上げました。2006年には、八幡掘・長命寺川・西の湖一帯が全国で初めて重要文化的景観第１号に選定されました。
『鬼平犯科帳』『るろうに剣心』や朝ドラなど、水運が発達し、船での移動が盛んに行われた江戸を舞台とした時代劇のロケ地になっています。
　近江八幡観光物産協会主催の『八幡堀まつり」が毎年開催され、美しい明かりが市民を和ませています。。

レーザー彫刻で
 名前、イラストを
  簡単に入れられます！

　　　

　　　

八幡堀まつり

発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

八幡堀


